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第１学年社会科学習指導案

学 級 １年Ａ組（男子4名、女子5名、計9名）
指導者 齊 藤 貴

１ 単元名 オセアニア州 ～強まるアジアとの結びつき～

２ 単元について
（１）教材観

本単元は、学習指導要領地理的分野の目標「（１）日本や世界の地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立
って我が国の国土及び世界の諸地域の地域的特色を考察し理解させ、地理的な見方や考え方の基礎を培い、我が国
の国土及び世界の諸地域に関する地理的認識を養う。」ための単元である。
これまでに生徒は、世界の諸地域について、州やそれらを幾つかに区分した地域など世界を様々な地域に区分け

して捉えられることを理解させ、アジア州、ヨーロッパ州、アフリカ州、北アメリカ州、南アメリカ州などに区分
けして、地域的特色や地域の課題について学んできた。
これを受け、本単元では、オセアニア州を取り上げる。生徒にとっては身近に感じる機会の少ない地域であるが、

特にオーストラリアは、日本にとって鉱産資源や肉類など重要な輸入相手国である。オーストラリアやニュージー
ランドは、イギリス人によって開発が進められたため、以前はイギリス、アメリカとの貿易が上位を占めていた。
近年、アジアの経済発展により貿易相手国の上位に中国や日本が上がるなどアジアとの結びつきが強くなってきて
いる地域といえる。
また、オーストラリアでは先住民との共存や移民との多文化社会を形成している。日本では見られない多文化社

会について学ぶことは、グローバル化の進む将来や持続可能な社会の実現の観点からも学ぶ意義が大きいと考える。
そこで、オセアニア州とアジア諸国との結びつきが強まっていることに気づかせ、オーストラリアの多文化社会

の進展を捉えさせるなど、具体的な人々の生活の様子を通してオセアニアの地域的特色を捉えさせることを主なね
らいとしている。

（２）生徒観
新聞やニュースに出てくる国名を発表したり、社会一般の課題を指摘したりすることのできる生徒が多く、授業

への関心を高くもち取り組んでいる。これまで、各州の単元では、気温と降水量のグラフの読み取りから自然の様
子を理解することなどを得意としてきた。
また、主題を設定し、課題を追究することで、自分の考えを文章でまとめて記述することができるなど作業的な

学習に積極的に取り組んできた。しかし、自分の考えを発表し、仲間と共に考えを練り合う活動を苦手としている
ため、課題の解決をより深めることが難しかった。
そこで、本単元では、班を単位としたグループ活動の場を設定し、多様な考え方、気づきなどを取り上げて発表

し合い、考えや意見などを比較して考察させたいと考える。
１学期期末テストでは、学年平均74.8点、上位３名の平均83.3点、下位３名の平均67点であり、得点差があまり

大きくない学年集団である。このことから、一斉指導やグループ学習において十分に自分の考えをまとめさせて、
仲間の考えを基に思考を深めさせていきたい。

（３）指導観
本単元では、アジア諸国との結びつきに関わる「オセアニアとアジアの結びつきはどのように強くなっていった

のでしょうか。」という主題を設定し、「アジアの経済発展によって、オセアニアの鉱産資源や農産物の輸入が多
くなったほか、オーストラリアの多文化社会やオセアニアとアジアの間で観光客が増えたこと。」といったオセア
ニアの地域的特色の理解を進めていきたいと考える。
研究課題に迫るために、自力解決の場を設定し、集団思考の練り合いによって思考を深めさせたい。具体的には、

生徒は自分の考えをしっかりと持った上で、グループでの話し合い活動を行う。この活動を通じて、積極的に自分
の考えを表現し、仲間の意見から新たな見方や考え方を発見し、自分の考えを深めることができるようにさせたい。
このことにより基礎・基本を習得し、考えをまとめて定着を図り、意欲的に学び、考えることができるような生徒
を育てたいと考える。

３ 単元の目標
・オセアニア州の地域的特色に関心を高め、それを意欲的に追究し、捉えさせる。（社会的事象への関心・意欲・態
度）

・オセアニア州とアジア州との結びつきがどのように強くなってきたのかを多面的・多角的に考察し、その過程や結
果を地理的なまとめ方や発表の方法により適切に表現させる。（社会的な思考・判断・表現）

・様々な地図や統計資料から、オセアニア州の地域的特色について読み取り、地図や図表などにまとめさせる。（資
料活用の技能）

・オセアニア州の自然環境と人々の生活について、オセアニア州の自然や産業の特色と多文化社会の問題点を克服し
ながら多様な民族が共存するオーストラリアの社会を理解させ、その知識を身に付けさせる。（社会的事象につい
ての知識・理解）

４ 指導計画（３時間）
オセアニア州～強まるアジアとの結びつき～

１ オセアニア州をながめて（自然・文化・経済） …１
２ 資源によるアジアとのつながり（農業・鉱工業） …１（本時）
３ 人々によるアジアとのつながり（白豪主義・多文化社会） …１

５ 本時の指導
（１）目標

オーストラリアの農業や鉱工業の貿易内容や相手国の変化から、アジアとのつながりが深まってきた理由を考察
する。
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（２）評価規準

観点／評価 Ｂ（概ね理解） Ｃ（支援を要する生徒への手立て）

社会的な思考・判 オーストラリアの輸出品がどのように変化 貿易相手国がアジアに変化していることにつ
断・表現 してきたか、農業と鉱工業の特色をふまえ いて、アジアの経済発展の様子を資料をつか

て説明している。 って確認させる。

（３）展開

段階 学習内容と活動 支援（○）と評価（◆） 資料や準備物

導 １ 問題把握
入 (1) オーストラリアの貿易相手国の変化のグラ ○貿易相手国がイギリスからアジアの国 ・電子黒板

フを読み取る。 に変化していることに気づかせる。

２ 課題設定

オーストラリアの貿易相手国になぜアジアが多くなってきたのでしょうか。
５
分 (1) 設定した課題をノートに記入する。

展 ３ 解決の見通し
開 (1) オーストラリアの農業と鉱工業の特色につ

いて調べていくことを説明する。
(2) 農業と鉱工業の特色について予想する。 ○多くの生徒に発言させ、見通しをもた
・乾燥しているので農業に適さない せる。
・大規模な農業をしている
・資源が豊富である

(3) オーストラリアの産業の特色について世界 ○羊毛、石炭、鉄鉱石、ボーキサイトの ・資料集の産業統
で上位の産物を調べる。 生産が世界有数であることを読み取ら 計

せる。
(4) 農業の特色について知る。
・羊は比較的降水量が見られる南東部と南西部 ○羊と牛の飼育地域について教師主導で
に広がっている 地図から読み取らせる。

４ 自力解決
(1) 鉱工業の特色について調べる。
・東部には石炭、北西部には鉄鉱石の産地が多 ○鉱工業では大規模に生産をしており、
い 原材料のまま輸出していることに気づ

・大規模な露天掘りの鉱山もある かせる。
(2) オーストラリアの貿易の特徴をまとめる

(3) 学習課題についての自分の考えをノートに ○自分の考えを文章化して説明できるよ
まとめる。 うに指導する。

５ 集団思考
(1) グループで意見を交流し、学習課題に対す ・ホワイトボード
る班の考えをまとめ、発表する。

40 (2) オーストラリアの貿易と産業についてのビ ○ビデオでオーストラリアの貿易につい ・オーストラリア
分 デオを視聴する。 て具体的に感じさせる。 の貿易と産業の

ビデオ

終 ６ ふり返り
末

オーストラリアは、広大な国土を利用して農業や鉱工業の生産に力を入れている。ア
ジアの経済発展によって、工業が発展しその工業原料が必要になったため、オースト
ラリアとアジアとの貿易が活発になった。

◆オーストラリアの輸出品がどのように
変化してきたか、農業と鉱工業の特色
をふまえて説明している。

７ 次時予告
５ (1) 次時は、人々によるアジアとのつながりを
分 学習することを知る。
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